
１ 大きな公共を担う活力ある地域社会づくり 

【評価区分の凡例】 

〔取組の実施状況〕   Ａ：実施できた  Ｂ：一部に実施できない取組があった  Ｃ：実施できなかった 

〔成果目標の達成状況〕 ①：成果目標を概ね達成できた  ②：成果目標を達成できなかった 

(2) 

ア 

地域団体の活動の活性化 

地域団体の活動の活性化の支援 

＜取組所管＞ 

・取組①：局・室 

・取組②：区 

 

□ ３年間の取組と成果の総括 

・区の広報紙やホームページにおいて、他地域の先進的な取組や中間支援組織の紹介を行うとともに、

地域活動協議会に交付した公金の使途等をホームページで公表した。また、中間支援組織と連携し、

より一層の民主的で開かれた組織運営と会計の透明性の確保が重要であることを地域団体に対して

啓発した。 

・成果目標の達成には至らなかったものの、中間支援組織と連携し、地域の若い担い手対象の講演会・

ワークショップ等を開催し、また広報資料作成のノウハウ習得をめざしたセミナーを開催するなど、

地域団体の活動の活性化につながった。 

・「市レベルや区レベルの地域団体の連合体への画一的な活動の依頼と連合体の運営支援」から、「地

域レベルの団体の地域の実情に即した活動の支援」への転換に向け、地域団体への財政的支援及び

依頼のあり方について検討し、地域団体の活動の活性化にかかる支援の仕組みを構築した。 

これらは各区において地域団体の民主的な組織運営や会計の透明性を進めるに際しての基本的な枠

組みとして機能している。 

 

□ ３年間の取組状況 

・「市レベルや区レベルの地域団体の連合体への画一的な活動の依頼と連合体の運営支援」から、「地

域レベルの団体の地域の実情に即した活動の支援」への転換に向け、次の取組を行った。（取組①） 

地域団体への財政的支援のあり方を見直すため、平成 24 年度から 26 年度にかけて、運営補助

から活動補助へ転換を行うとともに、市レベルや区レベルの連合体に交付していた補助金等に

ついて、実際に活動している地域レベルの団体に直接交付することとした。 

局・室から画一的に市レベルや区レベルの地域団体に行われていた依頼のあり方を見直すた

め、平成 24 年度に、依頼状況の調査を行うとともに、平成 25 年度に、区長会議（各部会）に

おいて、依頼の見直し状況を精査し、局・室の意向として引き続き行うこととしている依頼に

ついてその必要性、妥当性を検討し、必要な見直しを行った。 

※取組②については、次ページ（各区の状況）を参照。 

【取組の実施状況】取組①：Ａ、取組②ア：Ａ 24 区、取組②イ：Ａ 24 区、取組②ウ：Ａ 24 区 

 

□ 成果目標の達成状況 

目 標 実 績 評価区分 

住んでいる地域で、地域団体の活動内容や会

計の状況を知る機会が増えたと感じている

区民の割合 

平成 26 年度までに全区で 60％以上 

平成 26 年度 各区平均 27.3％ 

（各区内訳） 

10％台  6 区 

20％台   8 区 

30％台  10 区 

② 

 

□ 課題と今後の方向性 

・地域団体の活動の活性化の支援については、今後も、区役所が主体となって取り組むことになるが、

各区での取組が効果的に行えるよう、引き続ききめ細やかに支援していく。 

※取組②については、次ページ（各区の状況）を参照。 
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１ 大きな公共を担う活力ある地域社会づくり 

【評価区分の凡例】 

〔取組の実施状況〕   Ａ：実施できた  Ｂ：一部に実施できない取組があった  Ｃ：実施できなかった 

〔成果目標の達成状況〕 ①：成果目標を概ね達成できた  ②：成果目標を達成できなかった 

(2) 

イ 

地域活動の活性化 

地域活動の担い手の拡大への支援 

＜取組所管＞ 

・取組①～③：区 

 

 

□ ３年間の取組と成果の総括 

・ＳＮＳやホームページ等を活用して、若い世代、現役世代、団塊の世代、マンション住民、地域の

企業等に対して、地域活動協議会の活動状況等を情報発信し、地域のまちづくりに向けた活動の必

要性や重要性を啓発するとともに、中間支援組織と連携しながら、地域、企業、ＮＰＯ、施設等に

よる交流会の開催や意見交換の場の提供を行った。 

・成果目標の達成には至らなかったものの、地域活動協議会のホームページの立ち上げ支援や、活動

テーマごとに、市の担い手養成講座等を修了した人たち、地域活動に関心のある人たち、地域で活

動している人たちが意見交換や話合いなど交流する場を設定するなど、地域活動の担い手の拡大に

向けた取組を行った。 

 

□ ３年間の取組状況 

※次ページ（各区の状況）を参照。 

【取組の実施状況】取組①：Ａ 24 区、取組②：Ａ 23 区・Ｂ 1 区、取組③：Ａ22 区・Ｂ 2 区 

 

□ 成果目標の達成状況 

目 標 実 績 評価区分 

地域活動を始めたいときにどうすればいい

かなど地域活動に参画しやすい環境が整っ

ていると感じている区民の割合 

平成 26 年度までに全区で 60％以上 

 

 

平成 26 年度 各区平均 25.7％ 

（各区内訳） 

10％台  5 区 

20％台 10 区 

30％台   8 区 

40％台   1 区 

② 

 

□ 課題と今後の方向性 

※次ページ（各区の状況）を参照。 
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